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中
島
華
鳳
の
写
生
帳
に
み
る
愛
媛
の
風
景

甲　

斐　

未
希
子
※

は
じ
め
に

　

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）
は
、
大
正
初
期
に
瀬
戸
内
海
を
旅
し
た
画
家
・

中
島
華
鳳
の
写
生
帳
を
八
冊
所
蔵
し
、
当
館
の
資
料
目
録
第
一
七
集（

１
）に

お
い
て
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
二
月
に
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
九
〇
周
年
を

記
念
し
て
開
催
し
た
特
別
展
「
瀬
戸
内
海
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
も
、
近
代
の
旅
行
記
録

と
し
て
描
か
れ
た
瀬
戸
内
海
の
姿
を
紹
介
し
た（

2
）。

　

今
回
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
写
生
帳
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
中
島
華
鳳
と
い
う
人
物
に
つ
い

て
、
不
明
な
点
が
多
い
と
感
じ
た
た
め
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
近
代
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会

の
出
品
目
録
や
美
術
系
の
雑
誌
等
か
ら
、
中
島
華
鳳
の
活
動
や
作
品
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
ま
た
、
当
館
が
所
蔵
す
る
写
生
帳
八
冊
を
基
に
、
華
鳳
の

旅
の
内
容
を
整
理
し
、
華
鳳
が
目
に
し
た
愛
媛
の
風
景
を
紹
介
し
た
い
。

第
１
章　

画
家
・
中
島
華
鳳

　

１　

中
島
華
鳳
と
は

　

ま
ず
、
画
家
・
中
島
華
鳳
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
発
行
さ
れ

た
雑
誌
『
美
乃
世
界
（
六
一
）

（
3
）』

に
は
、「
中
島
華
鳳
氏　

初
め
画
を
鉄
斎
翁
に
学
ぶ
性
洒
脱

に
し
て
俳
画
を
能
く
せ
り
、
風
流
寡
黙
画
も
亦
其
人
と
似
た
り
面
白
き
作
家
な
り
。」
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、大
正
二
年（
一
九
一
三
）の『
明
治
画
史
大
正
画
家
列
伝（

4
）』 

に
は「
中

島
華
鳳　

住
所
京
都
富
山
小
路
大
炊
町　

慶
応
二
年
京
都
に
生
る
、
円
山
派
」
と
あ
り
、
大

正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
『
日
本
美
術
画
家
詳
伝　

続（
5
）』 

に
は
、「
名
ハ
憲
章
、華
鳳
ハ
其
號
、

京
都
ノ
人
、
慶
応
二
年
生
ル
。
圓
山
派
ノ
画
家
ナ
リ
。」
と
記
載
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
中
島
華
鳳
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
京
都
に
生

ま
れ
、
名
は
憲
章
、
號
が
華
鳳
で
あ
る
。
そ
の
性
格
は
洒
脱
、
つ
ま
り
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
、

嫌
み
な
が
な
い
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
画
は
初
め
富
岡
鉄
斎
に
学
び
、
円
山
派
の

画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

　

円
山
派
と
は
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
京
都
の
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
一
七
九
五
）
を

祖
と
す
る
絵
画
の
一
派
で
、
写
実
的
様
式
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
応
挙
は
様
々
な
流
派
の

絵
を
学
び
、
幅
広
い
画
風
を
獲
得
し
た
こ
と
も
あ
り
、
弟
子
た
ち
も
応
挙
の
画
風
を
自
分

な
り
に
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
森
狙
仙
（
一
七
四
七
〜
一
八
二
一（

6
）） 

、
森
徹
山

（
一
七
七
五
〜
一
八
四
一
）
の
流
れ
か
ら
森
派
、
岸
駒
（
一
七
五
六
〜
一
八
三
八（

7
）） 

か
ら
は

岸
派
、
原
在
中
（
一
七
五
〇
〜
一
八
三
七
）
か
ら
は
原
派
と
、
円
山
派
の
亜
流
派
と
で
も
言

う
べ
き
流
派
が
次
々
と
生
ま
れ
る（

8
）。

　

先
に
紹
介
し
た
『
美
乃
世
界
（
六
一
）』
で
は
、
華
鳳
は
初
め
富
岡
鉄
斎
に
画
を
学
ん
だ

と
あ
り
、
円
山
派
の
画
家
に
師
事
し
た
の
は
後
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
先

ず
は
中
島
華
鳳
と
富
岡
鉄
斎
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

２　

中
島
華
鳳
と
富
岡
鉄
斎

　
「
最
後
の
文
人
画
家
」
と
称
え
ら
れ
る
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
六
―
一
九
二
四
）
は
、
京
都

の
商
家
出
身
で
、
名
は
猷
輔
、
の
ち
百
錬
。
儒
学
、
国
学
、
仏
教
等
を
学
び
な
が
ら
、
南
宋

画
等
も
独
学
し
、
様
々
な
作
品
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
美
術
協
会
や
日
本
南
画
会
、

新
古
美
術
品
展
覧
会
等
の
美
術
団
体
や
展
覧
会
等
に
、
役
員
や
審
査
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
る

こ
と
も
多
く
、
京
都
市
美
術
学
校
で
は
嘱
託
教
授
と
し
て
修
身
の
授
業
を
担
当
し
た（

9
）。

　

鉄
斎
と
愛
媛
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
妻
が
愛
媛
県
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
愛
媛
出
身

の
友
人
と
の
交
流
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
鉄
斎
の
初
婚
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
で
、
画

家
で
あ
る
中
島
華
陽
の
娘
・
達
と
結
婚
し
、
翌
年
に
は
長
女
の
秋
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
達
が
二
十
一
歳
で
亡
く
な
り
、
秋
は
鉄
斎
の
義
兄
に
引
き
取
ら
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れ
、鉄
斎
の
母
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。再
婚
し
た
の
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

の
こ
と
で
、
そ
の
相
手
が
愛
媛
県
出
身
の
春
子
で
あ
っ
た（

10
）。

春
子
と
結
婚
し
た
翌
年
に
、
鉄

斎
は
愛
媛
を
訪
れ
て
い
る
。
鉄
斎
が
愛
媛
滞
在
時
に
三
津
浜
の
石
崎
家
や
近
藤
文
太
郎
と
交

流
し
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
交
流
に
つ
い
て
は
中
島
華
鳳
も
知
っ
て
い
た
よ

う
で
、
写
生
帳
に
そ
の
こ
と
を
記
し
て
あ
る
。
華
鳳
の
写
生
帳
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
後
の

章
で
詳
細
に
紹
介
し
た
い
。

　

中
島
華
鳳
と
富
岡
鉄
斎
の
関
係
を
う
か
が
う
上
で
、
最
も
有
名
な
作
品
は
京
都
国
立
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
富
岡
鉄
斎
像（

11
）」

だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
、
明
治
期
に
作
成
さ
れ
、
華
鳳

が
鉄
斎
の
姿
を
描
い
た
絹
本
墨
画
淡
彩
の
一
幅
で
あ
る
。
富
岡
鉄
斎
は
、
賛
に
次
の
よ
う
に

記
す（

12
）。

　
　
「
魁
星
図
」（
肖
形
印
）

　
　

喫
飯
穿
衣
七
十
春

　
　

硯
田
耕
稼
是
安
身

　
　

受
天
清
福
能
知
楽

　
　

我
亦
凞
朝
寿
老
人

　
　
　

古
稀
老
人
鉄
斎
百
錬

　
　
　

題　

明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
再
観

　
　
　
　
　

點
睛
時
年
七
十
三

　
　
　
　
　
　
「
富
岡
百
錬
」（
白
文
方
印
）　
「
無
量
寿
佛
堂
」（
朱
文
六
角
印
）

　
「
點
睛
時
年
七
十
三
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
斎
が
七
十
三
歳
の
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
に
、
こ
の
肖
像
画
の
仕
上
げ
と
し
て
筆
を
振
る
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

鉄
斎
の
肖
形
印
「
魁
星
図
」
と
白
文
方
印
「
富
岡
百
錬
」、
朱
文
六
角
印
「
無
量
寿
佛
堂
」

が
押
さ
れ
て
い
る（

13
）。

こ
の
時
、
中
島
華
鳳
は
四
十
一
歳
で
あ
り
、
長
年
に
渡
り
鉄
斎
と
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
鉄
斎
作
品
を
多
く
所
蔵
す
る
辰
馬
考
古
資
料
館
『
富
岡
鉄
斎 : 

辰
馬
考
古
資
料
館

新
収 

辰
馬
悦
蔵
翁
旧
蔵（

14
）』

に
は
、「
中
島
華
鳳
に
贈
っ
た
皴
法（

15
）の

手
本
。
原
作
は
蕪
村
。」

と
説
明
さ
れ
た
「
石
譜
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
文
人
書
譜
』
十
二
に
は
、「
落

款
手
本
帖
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
鉄
斎
が
華
鳳
の
為
に
書
い
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る （

16
）。

こ
の
よ
う
に
、
数
点
で
は
あ
る
が
華
鳳
と
鉄
斎
の
交
流
に
つ
い
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

３　

中
島
華
鳳
と
今
尾
景
年

　

次
に
、
中
島
華
鳳
と
関
係
あ
る
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
今
尾
景
年
で
あ
る
。

富
岡
鉄
斎
は
今
尾
景
年
の
画
技
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
景
年
へ
新
居
祝
い
の
書
を
贈
る
な

ど
親
交
が
あ
っ
た（

17
）。

　

今
尾
景
年
（
一
八
四
五
〜
一
九
二
四
）
は
、京
都
友
禅
の
染
屋
の
家
に
生
ま
れ
、名
は
永
歓
、

字
は
子
裕
、號
は
養
素
斎
、聊
自
楽
。
浮
世
絵
を
梅
川
東
居
に
学
び
、明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
鈴
木
百
年（

18
）に

入
門
す
る
。
ま
た
、
三
国
幽
眠
に
漢
学
や
皇
学
も
学
ぶ
。
後
に
は
家
塾
を
開

き
指
導
に
も
あ
た
っ
た（

19
）。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
京
都
後
素
協
会
設
立
で
委
員
長
を

務
め
、明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
パ
リ
万
博
で
「
春
山
花
鳥
図
」
で
銀
牌
を
受
賞
す
る
。

花
鳥
画
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
景
年
は
、『
景
年
花
鳥
画
譜（

20
）』

な
ど
を
著
し
て
お
り
、
精

密
な
写
生
技
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
京
都
に
於
け
る
日
本
画
史（

21
）』

で
は
、
今
尾
景
年
の
家
塾
に
学
ぶ
人
物
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 

今
尾
景
年
―
木
島
櫻
谷
、伊
藤
素
軒
、今
尾
雪
嶺
、岡
島
海
雲
、吉
田
菘
村
、小
栗
翆
香
女
、

梅
村
景
山
、
坂
口
呉
年
、
乾
梅
亭
、
石
井
素
堂
（
初
め
狩
野
洞
伯
門
柳
本
洞
素
、
後
ち

川
端
玉
章
）、
上
田
萬
秋
、
中
島
華
鳳
、
野
澤
如
洋
（
初
め
南
溟
南
湖
の
南
北
混
合
派
）

　

こ
こ
か
ら
、
中
島
華
鳳
が
今
尾
景
年
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、

中
島
華
鳳
と
今
尾
景
年
の
繋
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
祇
園
祭
の
山
鉾
の
一
つ
、

岩
戸
山
で
あ
る
。
京
都
画
壇
の
画
家
た
ち
は
、
祇
園
祭
の
山
鉾
の
装
飾
も
手
掛
け
て
お
り
、

円
山
派
や
四
条
派
の
画
家
が
多
く
、
他
に
狩
野
派
や
土
佐
派
、
岸
派
、
南
画
系
の
画
家
も
散

見
さ
れ
る（

22
）。

　

岩
戸
山
は「
天
の
岩
戸
」と「
国
生
み
」、二
つ
の
神
話
を
主
題
に
し
た
意
匠
を
有
し
て
い
る
。

現
在
は
、
御
神
体
と
し
て
天
照
大
神
と
手
力
男
命
の
人
形
が
搭
載
さ
れ
、
大
屋
根
の
上
に
は

伊
弉
諾
尊
の
御
神
体
人
形
が
居
る
。
岩
戸
山
の
創
建
は
不
明
で
あ
る
が
、
八
坂
神
社
の
「
祇

園
社
記
」
第
十
五
に
応
仁
の
乱
に
至
る
約
三
十
年
間
に
巡
行
し
た
山
鉾
と
し
て
記
さ
れ
て
い
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る
こ
と
か
ら
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
の
祇
園
会
再
興
の
際
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
応
仁
の
乱
後
の
「
祇
園
社
記
」
で
は
岩
戸
山
で
は
な
く
「
あ
ま
の
さ
か
ほ
こ

山
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
に
伊
弉
諾
尊
が
加
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
岩
戸
山
の
図
と
し
て
最
古
の
も
の
は
、
国
宝
「
紙
本
金
地
着
色
洛
中
洛
外
図　

狩
野
永
徳
筆　

六
曲
屏
風
」（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
）
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
姿
は
伊
弉
諾

尊
だ
け
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
岩
戸
山
で
あ
っ
た
名
残
は
鳥
居
の
鶏
の
姿
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
だ（

23
）。

岩
戸
山
を
初
め
、
祇
園
祭
の
山
鉾
は
火
災
等
の
被
害
を
受
け
る
も
、
そ
の
姿
を

変
化
さ
せ
な
が
ら
貴
重
な
品
々
を
伝
え
て
い
る
。

　

岩
戸
山
の
大
屋
根
の
軒
裏
に
描
か
れ
る
「
金
地
四
季
草
花
図
」
は
、
今
尾
景
年
が
最
晩
年

に
手
掛
け
た
作
品
で
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
描
か
れ
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
景
年
は
切
妻
屋
根
の
裏
板
も
手
掛
け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
に
逝
去
す
る
。
こ
こ
で
、
景
年
の
仕
事
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
弟
子
と
さ
れ

る
中
島
華
鳳
で
あ
っ
た
。
絵
筆
を
振
る
こ
と
と
な
っ
た
華
鳳
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

に
三
羽
の
鶺
鴒
が
踊
る
よ
う
に
飛
ぶ
姿
を
描
い
た
「
板
地
金
泥
着
彩　

鶺
鴒
図
」
を
完
成
さ

せ
る
。
鶺
鴒
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
こ
の
鳥
の
動
作
を
見
て
男
女
交
合
を
知
っ
た
と
さ

れ
て
お
り
、
岩
戸
山
に
伊
弉
諾
尊
が
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
華
鳳
は
鶺
鴒
を
描
い
た
の

だ
ろ
う
。

　

４　

中
島
華
鳳
の
活
動

　

富
岡
鉄
斎
や
今
尾
景
年
に
師
事
し
て
い
た
中
島
華
鳳
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
展
覧
会
に

出
品
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
近
代
に
お
け
る
国
家
的
事
業
で
あ
っ
た
内
国
勧
業

博
覧
会
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
明
治
政
府
が
殖
産
興
業
政
策
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
国
内
生
産

物
の
博
覧
会
で
あ
る
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
東
京
上

野
公
園
で
開
催
さ
れ
、
同
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
で
終
了

す
る
。
第
一
回
か
ら
第
五
回
ま
で
の
開
催
時
期
と
会
場
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月
二
十
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　

会
場
：
東
京
・
上
野
公
園

第
二
回　

同
十
四
年
（
一
八
八
一
）
三
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

　
　
　
　

会
場
：
東
京
・
上
野
公
園

第
三
回　

同
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
四
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　

会
場
：
東
京
・
上
野
公
園

第
四
回　

同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　

会
場
：
京
都
・
岡
崎
公
園

第
五
回　

同
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
三
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　

会
場
：
大
阪
・
天
王
寺
今
宮

　

中
島
華
鳳
が
初
め
て
出
品
し
た
の
は
二
十
四
歳
の
時
、
東
京
・
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
三
回
内
国
博
は
、
国
際
性
を
意
識
し
た
博
覧

会
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
回
に
比
べ
出
品
点
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
華
鳳
が
出
品
し
た

作
品
は
「
着
色
走
獣
懸
幅
」
で
、
住
所
は
「
京
都
市
下
京
区
仏
光
寺
通
釘
隠
町
」
で
あ
る（

24
）。

　

第
四
回
内
国
博
は
、
平
安
遷
都
千
百
年
記
念
祭
の
一
環
と
し
て
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
内

国
博
の
開
催
決
定
を
受
け
て
、
京
都
で
は
交
通
網
の
整
備
や
衛
生
環
境
の
改
善
、
平
安
神
宮

の
創
建
な
ど
を
実
施
し
、
観
光
都
市
と
し
て
近
代
化
が
薦
め
ら
れ
た
。
出
品
作
品
で
は
、
美

術
工
芸
が
染
織
品
を
中
心
に
多
数
出
品
さ
れ
る
。
第
四
回
内
国
博
よ
り
、
そ
れ
ま
で
輸
出
目

的
の
殖
産
興
業
中
心
か
ら
、
都
市
へ
の
復
興
や
観
光
化
へ
と
、
そ
の
あ
り
方
が
変
化
し
た（

25
）。

華
鳳
（
当
時
二
十
九
歳
）
は
、
第
四
回
内
国
博
に
は
「
月
下
鴻
雁
之
図
」
を
出
品
し
て
い
る（

26
）。

住
所
は
「
同
（
下
京
区
）
高
辻
通
高
倉
東
入
泉
正
寺
町
」
と
な
っ
て
お
り
、
第
三
回
内
国
博

の
時
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
出
品
者
名
が
「
中
島
豊
次
郎　

號
華
鳳
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る（

27
）。

明
治
二
十
三
年
の『
絵
画
展
覧
会
出
品
目
録（

28
）』に

お
い
て
も
、「
中
島
豊
次
郎
」で「
猛

虎
図
」
を
出
品
し
て
お
り
、
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
豊
次
郎
の
名
で
出
品
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
五
回
内
国
博
は
、
第
四
回
に
引
き
続
き
関
西
圏
の
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。
第
五
回
は
こ

れ
ま
で
の
内
国
博
の
規
模
を
凌
駕
す
る
博
覧
会
と
な
り
、
娯
楽
性
の
高
い
余
興
な
ど
も
実
施

さ
れ
、
大
阪
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
十
七
歳
と
な
っ
た

華
鳳
が
出
品
し
た
の
は
「
朧
月
猛
虎
」
と
い
う
作
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
住
所
は
「
下
京
区

新
門
前
中
之
町
」
に
移
っ
て
い
る
。
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明
治
期
に
は
内
国
勧
業
博
覧
会
の
他
に
、
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
や
パ
リ
万

国
博
覧
会
等
の
万
国
博
覧
会
も
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
華
鳳
が
こ
れ
ら
の
万
国
博
覧
会
に
出

品
し
た
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
で
は
、
華
鳳
は
そ
の
他
に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
『
美
乃
世
界
（
九
）

（
29
）』 

に
、
こ
の
年
に
京
都
に
移
駐
が

完
了
し
た
第
十
六
師
団
の
歓
迎
会
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
第
十
六
師
団
は
、
日
露
戦
争
末

期
の
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
四
月
に
熊
本
で
新
設
さ
れ
満
州
方
面
に
派
遣
さ
れ
、
戦

後
日
本
に
帰
還
し
、
大
阪
府
下
に
仮
屯
営
。
そ
の
後
、
京
都
へ
移
駐
し
た
が
、
そ
の
歓
迎
会

が
東
福
寺
で
行
わ
れ
る
。
記
事
に
は
「
本
社
寄
贈
の
記
念
絵
葉
書
、十
二
画
伯
の
席
上
揮
毫
」

と
あ
り
、「
本
社
」
と
は
『
美
乃
世
界
』
を
刊
行
す
る
美
術
新
報
社
と
考
え
ら
れ
る
。
記
念

絵
葉
書
揮
毫
席
は
東
福
寺
方
丈
の
大
広
間
で
行
わ
れ
、
鈴
木
松
年
・
西
村
秀
岳
・
永
井
香
圃
・

小
西
福
年
・
大
江
良
起
・
梅
村
景
山
・
宮
城
董
村
・
田
村
宗
立
・
国
井
應
陽
・
森
雄
山
・
幸

野
西
湖
ら
と
と
も
に
、
中
島
華
鳳
も
参
加
し
た
。
揮
毫
し
た
画
家
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
作
品

を
描
い
た
の
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、「
筆
に
随
っ
て
山
と
な
り
或
い
は
川
、
花
鳥

人
物
立
ち
に
成
り
、
墨
痕
淋
漓（

30
）、

筆
力
ま
た
雄
渾（

31
）な

る
も
の
多
く
」
と
、
画
家
た
ち
が
筆

を
振
る
う
さ
ま
が
う
か
が
え
る
。

　
『
美
乃
世
界
』
で
は
京
都
後
素
協
会
の
活
動
に
関
す
る
記
事
も
あ
り
、
華
鳳
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
京
都
後
素
協
会
と
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
発
会
し

た
画
家
の
団
体
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
設
立
し
た
「
新
古

書
画
展
覧
お
よ
び
動
植
物
写
生
」
の
研
究
団
体
に
遡
り
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
「
如

雲
社（

32
）」

と
命
名
さ
れ
る
。
そ
の
後
如
雲
社
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
京
都
後
素

協
会
と
改
称
し
、
定
期
的
に
絵
画
展
覧
会
を
実
施
、
絵
画
に
対
す
る
画
家
の
研
究
を
促
す
こ

と
を
目
指
し
活
動
し
た（

33
）。

　

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
『
美
乃
世
界
（
一
八
）

（
34
）』 

に
「
後
素
協
会
の
小
品
展
覧
会
」

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
小
品
展
覧
会
は
、
同
年
七
月
四
日
・
五
日
に
京
都
倶
楽
部
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
出
品
数
は
一
四
〇
〜
五
〇
点
に
も
及
び
、
両
日
盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
出
品

者
は
後
素
協
会
の
会
員
で
あ
り
、
今
尾
景
年
や
竹
内
栖
鳳
等
の
作
品
が
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
、
中
島
華
鳳
の
名
前
も
あ
り
、
華
鳳
が
後
素
協
会
の
一
員
と
し
て
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
年
九
月
の
『
美
乃
世
界
（
二
〇
）

（
35
）』

に
は
「
後
素
如
雲

社
月
次
会
」
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
中
島
華
鳳
は
「
雪
景
平
等
院
」
を
出
品
す
る
。

　

明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）二
月
に
は『
美
乃
世
界（
五
二
）

（
36
）』の

臨
時
増
刊
が
刊
行
さ
れ
、

嵐
山
倶
楽
部
設
立
の
展
覧
会
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
嵐
山
倶
楽
部
は
、
明
治
四
十
四

年
に
設
立
し
、
そ
の
趣
意
書
や
規
則
は
『
美
乃
世
界
（
四
十
二
）

（
37
）』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

嵐
山
倶
楽
部
設
立
の
展
覧
会
に
は
、
多
く
の
画
家
が
出
品
し
て
お
り
、
鈴
木
松
年
「
梅
林
山

水
」、
今
尾
景
年
「
櫻
花
小
禽
」、
竹
内
栖
鳳
「
渡
猿
橋
」、
富
岡
鉄
斎
「
青
緑
山
水
」
等
大

作
が
並
ん
だ
。
華
鳳
は
、
第
二
十
七
号
と
し
て
「
水
中
の
鵞
鴨
」（
絹
本
着
色
、
竪
四
尺
五

寸
巾
尺
五
）
を
出
品
し
て
お
り
、「
雄
雌
の
鵞
鴨
適
意
水
中
に
遊
泳
せ
る
図
な
り
、
着
色
極

め
て
鎮
静
に
し
て
総
体
落
付
き
の
あ
る
図
な
り
、
水
の
波
紋
も
亦
可
な
り
」
と
説
明
文
が
付

さ
れ
て
い
る（

38
）。

　

明
治
四
十
二
年
か
ら
十
二
支
画
会
と
い
う
会
が
、
毎
年
干
支
を
題
材
に
し
た
作
品
千
幅
を

展
示
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
た
。『
美
乃
世
界
（
六
一
）

（
39
）』

で
は
、
翌
年
の
干
支
・
丑
に

因
み
、
牛
の
図
千
幅
を
会
員
に
募
集
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
第
五
回
に

当
た
る
よ
う
で
、「
第
五
回
十
二
支
画
会
規
程
」
で
は
、
絵
画
に
つ
い
て
「
唐
紙
半
切
、
白

紙
半
切
着
色
ま
た
は
水
墨
密
画
「
牛
」
の
図
」
と
さ
れ
、
表
装
は
「
榛
原
揉
紙
本
表
装
一
文

字
入
に
て
黒
塗
軸
付
箱
入
り
と
す
」
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
絵
画
は
「
一
千
麻
衣
を

以
て
一
組
と
し
筆
者
は
左
の
三
十
五
名
に
限
る
」
と
し
、
画
家
と
枚
数
が
列
記
さ
れ
た
。
こ

の
十
二
支
画
会
に
は
今
尾
景
年
や
竹
内
栖
鳳
も
参
加
し
て
お
り
、
彼
ら
に
は
二
枚
以
上
の
絵

画
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
華
鳳
の
名
前
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、「
数
枚
」
の
牛
の

図
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
描
い
た
の
か
は

明
ら
か
で
は
な
い
。華
鳳
が
こ
の
十
二
支
画
会
に
参
加
し
た
の
は
第
五
回
の
牛
の
図
か
ら
で
、

第
六
回
・
虎
の
図
の
画
家
名
簿
に
も
名
前
を
確
認
で
き
る（

40
）。

　

以
上
、
中
島
華
鳳
の
活
動
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
を
中
心
に
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
【
表
一
】
に
ま
と
め
た
。
現
存
す

る
作
品
で
所
在
が
確
か
な
も
の
は
、「
富
岡
鉄
斎
像
」
と
岩
戸
山
の
「
鶺
鴒
図
」
で
あ
り
、
そ

の
他
は
未
確
認
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
、
期
待
し
た
い
。
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表 
１

　

５　

中
島
華
鳳
が
描
い
た
写
生
帳

　

こ
こ
ま
で
、
中
島
華
鳳
が
ど
の
よ
う
な
展
覧
会
に
出
品
し
て
い
た
の
か
、
筆
者
が
確
認
で

き
る
範
囲
で
は
あ
る
が
、
列
記
し
て
き
た
。
こ
こ
だ
け
見
る
と
、
華
鳳
の
出
品
数
は
多
い
と

は
言
え
ず
、
現
存
す
る
作
品
も
多
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
あ
ま
り

絵
を
描
い
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
無
い
よ
う
だ
。

　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
一
一
月
の
『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録（

41
）』

に
は
、「
中

島
華
鳳
写
生
帳
」
と
し
て
一
八
〇
冊
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
説
明
文
に
は
「
鉄
斎
門
下
唯
一

　

富
岡
憲
章
蔵
書
」「
粉
本
下
絵
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、「
富
岡
憲
章
」
と
い

う
人
物
で
あ
る
。「
憲
章
」
と
い
え
ば
中
島
華
鳳
の
名
で
あ
る
が
、「
富
岡
」
と
い
う
姓
を
名

乗
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
は
、「
富
岡
憲
章
」
は
中
島
華
鳳
と
は
別
の
人
物

で
あ
る
か
、
中
島
華
鳳
を
研
究
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
名
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
昭
和
六
十
三
年
の
同
誌（

42
）に

は
「
中
嶋
華
鳳
画
稿
」
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、「
写
生
帳

三
十
冊
・
ま
く
り
・
粉
本
他
」
と
、
多
数
の
関
連
資
料
が
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

同
年
の『
明
治
古
典
会
七
夕
台
入
札
会
目
録（

43
）』に

は
、「
中
島
華
鳳
下
絵
」と
題
し「
大
小
粉
本
、

綴
本
、
箱
入
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
数
量
が
１
箱
と
な
っ
て
お
り
、
点
数

を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
画
像
に
は
４
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
４
点
以
上
の
写

生
帳
が
現
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

入
札
会
で
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
華
鳳
の
写
生
帳
は
、
い
ず
れ
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
、

華
鳳
が
多
く
の
写
生
帳
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
当
館
が
所
蔵
す
る
華
鳳
の
写

生
帳
も
、
こ
れ
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
大
量
の
写
生
帳
が
、
現
在

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
追
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
も
華
鳳
の
写
生
帳
が
発
見

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
２
章　

華
鳳
が
残
し
た
写
生
帳

　

１　

八
冊
の
写
生
帳

　

で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
八
冊
の
写
生
帳
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
年
代
は
、
大
正
元

年
（
一
九
一
二
）
か
ら
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
で
、
竪
帳
や
横
帳
に
風
景
や
人
・
動
物
な

ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
生
帳
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、次
の
と
お
り
と
な
る
。

①　

 「
写
生
帳
」（
大
正
元
年
十
一
月
三
日
）、
竪
帳

　
　

 

表
紙
に
は
「
中
島
華
鳳
蔵
」
の
署
名
あ
り
。
前
半
に
は
伊
予
国
西
條
で
目
に
し
た
「
漁

舟
干
網
」
の
写
生
が
多
く
あ
る
。
他
に
は
、
鯛
や
石
鎚
山
、
畑
を
耕
す
牛
の
姿
、
瓢
箪

等
が
描
か
れ
る
。

②　
「
写
生
帳
」（
大
正
元
年
）、
横
帳

　
　

 

表
紙
に
は
「
華
鳳
蔵
」
の
署
名
。
伊
予
国
西
條
に
お
い
て
、
共
同
鉱
山
で
の
作
業
の
様

子
や
、
米
俵
を
作
る
様
子
等
を
写
生
す
る
。

③　
「
讃
岐
国
名
所
日
記
」（
大
正
二
年
三
月
十
三
日
）、
竪
帳

年
　
代

年
齢

内
　
容

作
　
品

慶
応
2

（1866）

京
都
に
生
ま
れ
る

明
治
23

（1890）

24歳

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
　
出
品

着
色
走
獣
懸
幅

　

28
（1895）

29歳

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
　
出
品

月
下
鴻
雁
之
図

　

36
（1903）

37歳

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
　
出
品

朧
月
猛
虎

　

40
（1907）

41歳

富
岡
鉄
斎
像
を
描
く

富
岡
鉄
斎
像

　

42
（1909）

43歳

後
素
協
会
の
小
品
展
覧
会
　
出
品

不
明

後
素
如
雲
社
月
次
会
　
出
品

雪
景
平
等
院

　

45
（1912）

46歳

嵐
山
倶
楽
部
設
立
展
覧
会
　
出
品

水
中
の
鵞
鴨

大
正
1

（1912）

46歳

第
五
回
十
二
支
画
会
　
出
品

不
明
（
牛
の
図
）

　

2
（1913）

47歳

第
六
回
十
二
支
画
会
　
出
品

不
明
（
虎
の
図
）

昭
和
6

（1931）

66歳

祇
園
祭
岩
戸
山
（
妻
屋
根
裏
板
）

板
地
金
泥
着
彩
　
鶺
鴒
図
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伊
予
国
今
治
か
ら
讃
岐
国
ま
で
の
道
中
写
生
日
記
。
表
紙
に
は
「
憲
章
蔵
」
と
あ
り
。

三
月
五
日
、
今
治
で
の
写
生
に
始
ま
り
、
讃
岐
国
の
象
頭
山
、
五
剣
山
、
志
度
寺
を
巡

り
、
三
月
二
二
日
に
は
屋
島
山
か
ら
の
眺
望
を
描
い
て
い
る
。

④　
「
伊
予
国
松
山
日
記
／
厳
島
宝
物
日
記
／
写
生
帳
」（
大
正
甲
寅
暮
秋
）、
竪
帳

　
　

 

厳
島
神
社
の
宝
物
や
景
観
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
伊
予
国
松
山
へ
向
か
う
途
中
の

風
景
等
を
描
い
た
写
生
帳
。
大
正
三
年
十
一
月
の
も
の
で
、表
紙
に
は
「
平
安
憲
章
蔵
」

の
署
名
と
落
款
が
押
さ
れ
て
い
る
。

⑤　
「
伊
予
松
山
旅
行
」（
大
正
四
年
二
月
二
五
日
）、
横
帳

　
　

 

大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
に
訪
れ
た
砥
部
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
旅
程
の
内
容
が

書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
「
華
鳳
蔵
」
の
署
名
が
あ
る
。

⑥　
「〔
写
生
帳
〕」、
竪
帳

　
　

 

他
の
写
生
帳
と
は
異
な
り
、表
紙
に
は
標
題
も
署
名
も
無
く
、瓢
紐
の
掛
け
方
の
ス
ケ
ッ

チ
が
あ
る
。
中
に
は
、
梅
の
木
や
三
津
浜
か
ら
の
遠
望
等
が
描
か
れ
て
お
り
、
写
生
の

メ
モ
書
き
か
ら
大
正
三
年
一
二
月
か
ら
大
正
四
年
二
月
頃
と
思
わ
れ
る
。

⑦　
「
伊
予
国
松
山
名
所
写
生
帳
」、
横
帳

　
　

 

表
紙
に
は
「
平
安
華
鳳
蔵
」、
年
代
の
記
載
は
な
い
が
、
内
容
か
ら
大
正
四
年
二
月
頃

の
写
生
帳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。華
鳳
が
見
て
ま
わ
っ
た
松
山
の
名
所
が
描
か
れ
る
。

⑧　
「
写
生
帳
」（
大
正
四
年
四
月
二
二
日
）、
竪
帳

　
　

 

高
浜
の
海
岸
や
四
十
島
、
参
拝
し
た
大
三
島
神
社
の
社
殿
、
四
国
遍
路
の
札
所
で
も
あ

る
太
山
寺
や
そ
こ
か
ら
観
る
風
景
を
描
く
。
表
紙
に
は
、「
平
安
華
鳳
蔵
」
と
あ
る
。

　

八
冊
の
写
生
帳
を
整
理
す
る
と
、
華
鳳
が
大
正
元
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
、
二
度
、
愛
媛

に
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
度
目
は
大
正
元
年
か
ら
二
年
で
、
写
生
帳
①
〜
③
が
該

当
す
る
。
二
度
目
は
、
大
正
三
年
か
ら
四
年
で
、
写
生
帳
④
〜
⑧
が
そ
の
記
録
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
各
写
生
帳
を
基
に
、
二
度
の
愛
媛
旅
行
の
様
子
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

２　

大
正
元
年
～
二
年
の
旅

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
③
の
「
讃
岐
国
名
所
日
記
」
で
あ
る
。
表
紙
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

大
正
元
年
秋
十
一
月　

憲
章
蔵

　
　

伊
予
国
西
條
幸
町
住
居
ス
、
起
六
ヶ
月

　
　

新
居
郡
之
内

　
　

大
正
弐
年
三
月
十
三
日
出
立
、
今
治
ニ
出
テ
ツ
ヽ
イ
テ

　
　

帰
途
讃
岐
国
ニ
渡
る
道
中
、
写
生
日
記

　
　

讃
岐
国
名
所
日
記

　

こ
こ
か
ら
、
中
島
華
鳳
は
大
正
元
年
の
五
月
頃
か
ら
、
愛
媛
県
西
条
市
の
幸
町
に
滞
在
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
翌
年
三
月
ま
で
愛
媛
県
に
滞
在
し
、
京
都
へ
帰
る
道
中

に
香
川
県
の
風
景
を
写
生
し
た
も
の
が
③
「
讃
岐
国
名
所
日
記
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
正

元
年
〜
二
年
の
旅
と
い
の
は
、
愛
媛
を
出
発
地
と
し
、
香
川
を
経
由
し
京
都
へ
向
か
う
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
、
愛
媛
を
出
発
し
、
香
川
の
名
所
を
巡
る

様
子
ま
で
し
か
知
る
こ
と
は
か
な
わ
ず
、香
川
か
ら
京
都
へ
向
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

で
は
、
大
正
元
年
・
二
年
の
旅
で
、
華
鳳
は
ど
こ
を
訪
れ
、
何
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
ヶ
月
ほ
ど
伊
予
国
西
條
幸
町
に
滞
在
し
た
華
鳳
は
、
多
く
の
漁
船
を
描
い
て
い
る
。
写
生

帳
の
メ
モ
書
き
で
最
も
古
い
日
付
は
大
正

元
年
十
一
月
九
日
の
朝
写
し
た
「
漁
舟
干

網
」
で
あ
る
。「
伊
予
国
西
條
新
浜
舟
附
」

と
あ
り
、
数
隻
の
漁
船
が
並
ん
で
い
る
様

が
描
か
れ
る（
図
１
、第
３
章
図
９
〜
10
）。

十
一
月
中
は
漁
船
や
漁
の
様
子
に
興
味
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
雨
の
日
で
あ
っ
て
も
、

早
朝
に
写
生
へ
出
か
け
て
い
た
。
ま
た
、

「
西
條
中
学
校
」（
現
愛
媛
県
立
西
条
高
等

学
校
）
の
周
辺
で
は
、
日
露
戦
争
の
戦

没
者
記
念
碑
な
ど
を
写
生
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
碑
は
現
在
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る（

44
）。

　

十
二
月
に
入
り
、
華
鳳
は
漁
船
で
は
な

図１
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く
農
耕
の
方
へ
興
味
を
移
し
た
よ
う

だ
。
稲
刈
り
の
様
子
や
、
田
畑
を
牛

で
耕
す
様
子
な
ど
を
熱
心
に
写
生
す

る
。
そ
し
て
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、

「
市
之
川
共
同
鉱
山
巡
視
」
と
題
し
、

石
割
所
や
、
そ
こ
で
作
業
す
る
人
々

の
様
子
を
写
し
て
い
る
（
第
３
章
の

図
16
〜
18
）。
市
之
川
鉱
山
は
、
愛
媛

県
西
条
市
市
之
川
（
旧
新
居
郡
大
生

院
村
市
之
川
）
に
あ
り
、
輝
安
鉱（

45
）を

産
出
し
た
鉱
山
で
あ
る
。
当
時
は
、

世
界
的
に
も
有
名
な
輝
安
鉱
の
産
地

で
あ
り
、
華
鳳
も
興
味
深
く
見
学
し

て
い
た
よ
う
だ
。

　

正
確
な
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、
華
鳳
は
岩
佐
運
平
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
岩
佐
運
平

は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
西
条
に
生
ま
れ
た
歌
人
で
、
運
平
は
号
で
あ
る（

46
）。

華
鳳
は
運

平
宅
へ
遊
行
し
た
際
に
、米
俵
を
作
る
工
程
を
見
学
し
、そ
の
様
子
を
描
い
て
い
る
（
図
２
）。

　

翌
年
一
月
は
氷
見
に
行
く
車
上
か
ら
脱
穀
の
様
子
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
海
岸
で
鳥
の
写

生
を
し
た
り
し
た
記
録
が
あ
る
が
、
２
月
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
記
録
は
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
三
月
に
西
条
か
ら
今
治
へ
移
動
す
る
。

　

大
正
二
年
三
月
十
三
日
、
午
前
八
時
、
車
で
今
治
へ
出
る
。
今
治
で
は
「
吉
忠
旅
館
」
に

九
日
間
滞
在
し
、
近
隣
の
海
辺
や
旅
館
に
い
た
コ
ウ
モ
リ
な
ど
を
観
察
、
写
生
し
て
い
る
。

現
存
す
る
写
生
帳
に
は
牛
や
鳥
や
コ
ウ
モ
リ
等
、
動
物
の
ス
ケ
ッ
チ
も
多
く
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

三
月
十
九
日
、
華
鳳
は
「
宇
和
島
新
汽
船
」
に
て
今
治
を
出
港
し
、
そ
の
日
の
暮
に
多
度

津
へ
到
着
す
る
。
宿
は
、江
戸
時
代
末
期
か
ら
営
業
し
て
い
る
金
毘
羅
社
前
の
「
虎
屋
旅
館
」

で
あ
っ
た
。
翌
日
は
、
金
毘
羅
山
の
奥
の
院
へ
参
拝
、
讃
岐
富
士
等
の
遠
景
を
写
生
し
、
善

通
寺
へ
移
動
し
た
。
善
通
寺
で
は
弘
法
大
師
千
百
年
祭
の
参
拝
と
し
て
、「
金
弐
円
」
を
奉

納
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
萬
寺
に
も

参
詣
し
、
五
剣
山
を
望
む
風
景
を
描

い
た
（
図
３
）。
そ
の
後
、
高
松
ま

で
出
た
華
鳳
は
、「
田
中
汽
船
問
屋
」

に
一
泊
し
、翌
日
五
剣
山
や
壇
ノ
浦
、

志
度
寺
等
の
巡
遊
を
楽
し
ん
だ
。
ま

た
図
３
は
、
五
剣
山
を
望
む
風
景
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の

風
景
画
は
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
渡
り

描
か
れ
て
い
る
。
写
生
帳
の
形
態
は

竪
帳
や
横
帳
で
あ
る
が
、
華
鳳
は
目

に
映
る
風
景
を
何
ペ
ー
ジ
に
も
連
続

し
て
描
い
て
お
り
、
華
鳳
の
観
察
力

や
写
生
技
術
の
高
さ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る（

47
）。

こ
う
し
た
パ
ノ
ラ
マ
景
の

ス
ケ
ッ
チ
は
、
当
館
所
蔵
の
華
鳳
写

生
帳
の
特
徴
と
も
い
え
る
。

　

大
正
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
た
旅

の
記
録
は
、
大
正
二
年
三
月
二
十
二

日
の
屋
島
か
ら
望
む
ス
ケ
ッ
チ
が
最

後
で
あ
っ
た
。
華
鳳
の
写
生
帳
に

は
、「
京
都
富
小
路
夷
川
上
ル
大
炊

町
／
在
伊
予
国
西
條
幸
町
住
居
」
あ

る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
京
都
へ

帰
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
第
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
華

鳳
は
大
正
元
年
の
丑
年
と
大
正
二
年

の
寅
年
に
十
二
支
画
会
に
参
加
し
て

図3

図2
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い
る
。
十
二
支
画
会
の
た
め
の
作
品
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
描
か
れ
、
出
品
さ

れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
旅
の
合
間
に
、
京
都
の
自
宅
で
描
か
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
大
正
元
年
〜
二
年
の
写
生
（
一
部
抜
粋
）】

11
・
3　

漁
船
干
網
・
伊
予
国
西
條
新
浜
舟
附

11
・
11　

漁
船
網
干

　

―　
　

網
干
海
辺 

11
・
12　
〔
漁
船
〕

11
・
13　

泊
舟

11
・
16　

石
鎚
山
載
雪
四
国
第
一
之
高
山
也

　

―　
　

昔
西
条
公
園
處
／
西
条
中
学
校
ト
成

12
・
1　
〔
稲
刈
り
風
景
〕

　

―　
　

伊
予
国
西
條
稲
苅
様
写 

　

―　
　

猟
師
朝
火 

　

―　
　

夷
鯛

　

―　
　

牛
（
図
４
）、
女
畑
耕
、
新
居
郡
西
条
村
牛
耕
様

　

―　
　

此
橋
西
条
加
茂
川
カ
ケ
ル

12
・
3　

東
方
／
此
所
新
浜
〔
遠
景
〕

　

―　
　

片
上
氏
蔵
瓢
写
／
氷
見
ニ
テ
瓢
会
時
出
品

　

―　
　

加
茂
川
桟
橋

　

―　
　

芦
花

12
・
11　

布
袋
像

12
・
13　

氷
見
町
管
氏
行
道
写

　

―　
　

魚
市

　

―　
　

鶏
、
鶴

12
・
25　

市
之
川
共
同
鉱
山
工
場
巡
視
セ
シ
時
写
、
石
割
所

　

―　
　

是
ハ
伊
予
国
西
条
遊
歴
時
案
内
受
、
始
鉱
山
穴
入
見
学
セ
シ
ナ
リ

　

―　
　

市
之
川
鉱
山
入
り
口

　

―　
　

西
条
岩
佐
運
平
氏
宅
遊
行
、
米
表
俵
作
所
、
米
俵
縄
カ
ケ
ル
手

　

―　
　

瓢
の
何
レ
ニ
行
テ
モ
常
ニ
造
干
テ
ア
リ

1
・
3　

氷
見
行
車
上
ニ
テ

　

―　
　

白
石
新
一
君
写
、
戸
田
豊
五
郎
氏

1
・
25　

海
岸
ニ
テ
、
烏
七
羽
、
鷹
一
羽

1
・
20　

伊
予
国
西
条
和
久
田
家
蔵
、
荒
井
白
石
書

3
・
5　

於
今
治
吉
忠
四
階
ヨ
リ
北
ヲ
望
ム

　

―　
　

今
治
漁
師
町

3
・
7　

今
治
海
岸
灯
台
行
通
鼻
先
松

3
・
19　

 

於
今
治
吉
忠
旅
館
壁
ニ
へ
ば
り
付
所
、
四
国
ノ
コ
ウ
モ
リ
別
ニ
カ
ワ
リ
タ
ル
事
ナ

シ
、
是
ハ
小
形
ニ
見
ル

　

―　
　

奥
院
麓
、
富
士
讃
岐

3
・
20　

六
萬
寺

3
・
21　

善
通
寺
、
汽
車
窓
に
て
観
る
所
、
屋
嶋
寺
の
燈

　

―　
　

屋
島
浦
、
塩
家
立
煙
写

　

―　
　

五
剣
山

　

―　
　

志
度
寺
本
堂

3
・
22　

屋
嶋
寺
遊
園
行
、
屋
嶋
山
ヨ
リ
望
ム

　

―　
　
〔
塩
家
風
景
〕

　

―　
　

金
毘
羅
事
務
所
の
森
寛
斎
の
衝
立

　

―　
　

源
氏
勝
臼

　

３　

大
正
三
年
～
四
年
の
旅

　

次
の
旅
は
、「
松
山
行
日
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

48
）と

お
り
、
目
的
地
は
愛
媛
・
松
山
で
あ
る
。

出
発
地
は
京
都
で
、
大
正
三
年
十
一
月
十
八
日
の
午
後
八
時
五
十
分
の
汽
車
で
出
立
し
、
翌

日
の
午
前
七
時
三
十
分
に
広
島
に
到
着
す
る
。
到
着
し
た
ら
直
ぐ
に
荷
物
を
置
き
、
車
と
汽

車
を
乗
り
継
ぎ
宮
嶋
へ
向
か
っ
た
。
午
後
三
時
半
に
宮
嶋
に
到
着
し
た
華
鳳
は
、
船
上
か
ら

図4



中島華鳳の写生帳にみる愛媛の風景

9

の
風
景
や
厳
島
神
社
の
赤
鳥
居
、
宝
物
館
で
目
に
し
た
面
な
ど
を
描

き
残
す
（
図
５
）。
特
に
、
厳
島
神
社
の
本
殿
な
ど
の
様
子
は
よ
く

観
察
し
て
お
り
、
板
の
張
り
方
や
柱
の
数
、
屋
根
の
装
飾
な
ど
細
か

に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
宮
嶋
観
光
を
終
え
た
華
鳳
は
、
広
島
ま
で

戻
り
一
泊
す
る
。
こ
の
日
は
「
何
分
前
夜
汽
車
ニ
テ
不
眠
候
故
、
夕

食
す
む
と
寝
ニ
付
」
と
移
動
の
疲
れ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

十
一
月
二
十
日
の
午
前
八
時
三
十
分
、
宇
品
港
か
ら
松
山
へ
瀬
戸

内
海
を
渡
る
途
中
、
華
鳳
は
そ
の
風
光
明
媚
な
風
景
を
描
い
た
。
ま

ず
は
朝
方
の
「
呉
軍
港
」。
天
気
は
曇
天
で
、
波
も
静
か
、
海
に
静

か
に
浮
か
ぶ
軍
艦
は
黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
で
描
か
れ
、
そ
の
重
厚
感
が

表
現
さ
れ
て
い
る
。
次
に
通
る
の
が
音
戸
で
あ
る
。
音
戸
の
瀬
戸
と

も
呼
ば
れ
、
平
清
盛
が
切
り
開
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
華
鳳
の

ス
ケ
ッ
チ
で
は
、
海
の
中
央
に
石
造
り
の
燈
籠
が
置
か
れ
、
海
岸
沿

い
に
は
漁
師
小
屋
の
よ
う
な
建
物
が
並
ん
で
い
る
。
音
戸
の
両
岸
が

迫
る
よ
う
な
狭
い
海
道
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　

松
山
の
高
浜
港
に
着
い
た
華
鳳
は
、高
浜
に
浮
か
ぶ
特
徴
的
な
島
、

四
十
島
を
描
く
。
四
十
島
の
特
徴
で
も
あ
る
丸
い
穴
も
あ
り
、「
丸

キ
ハ
穴
ナ
リ
、
能
ク
舟
の
通
観
」
と
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。
高

浜
か
ら
移
動
し
た
華
鳳
は
、
古
町
駅
で
下
車
す
る
が
、
そ
の
道
中
の

風
景
も
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
松
山
で
は
ま
ず
、
魚
町
二
丁
目
で

営
業
し
て
い
た
「
高
知
屋
」
と
い
う
旅
館
に
７
日
間
逗
留
す
る
。

　

十
月
二
十
一
日
に
は
、
道
後
温
泉
に
遊
び
に
行
く
。
華
鳳
の
記
録

だ
と
こ
の
後
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
二
十
四
日
に
も
道
後
温
泉

へ
行
っ
て
お
り
、
道
後
の
湯
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
道
後
に
関

す
る
ス
ケ
ッ
チ
は
図
６
の
湯
釡（

49
）が

あ
り
、
そ
の
由
来
等
も
「
宝
珠
形

蓋
上
ノ
字
ハ
一
遍
上
人
ノ
筆
ト
称
ス
」の
よ
う
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

十
一
月
二
十
三
日
の
朝
六
時
、
華
鳳
は
三
津
浜
の
方
へ
写
生
に
出

か
け
た
。
こ
こ
で
は
、
漁
で
釣
り
上

げ
た
魚
に
「
釘
鎌
」
を
打
つ
様
子

や
鯛
を
秤
に
か
け
る
様
子
、
船
上

で
網
を
引
く
人
々
な
ど
、
賑
わ
う

朝
の
漁
港
の
姿
を
写
し
描
い
て
い

る
（
第
３
章
図
13
〜
14
）。
華
鳳
は

「
魚
市
妙
也
し
て
如
何
ニ
漁
楽
集
之

様
あ
り
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の

様
子
を
楽
し
ん
で
見
て
い
た
よ
う

だ
。

　

二
十
五
日
は
早
朝
か
ら
松
山
城

へ
昇
り
、
天
守
か
ら
西
北
望
む
全

景
を
写
し
て
い
る
（
図
７
）。
こ
の

方
角
に
は
、
高
浜
や
三
津
浜
を
見

る
こ
と
が
で
き
、「
俗
小
富
士
云
」

と
興
居
島
も
姿
も
描
か
れ
、
見
開
き
五
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
写
生
よ
り

も
書
き
込
み
が
多
く
、「
半
日
天
使
に
遊
ヒ
全
市
景
を
観
察
ス
」
と
そ
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ

た
よ
う
だ
。
ま
た
、「
松
平
家
甲
冑
及
ヒ
古
武
器
数
多
珍
列
ス
」
と
、
城
内
の
展
示
の
様
子

も
記
し
て
い
る
。

　

翌
日
の
二
十
六
日
に
は
、
表
具
師
の
能
智
寅
之
助
と
い
う
人
物
に
逢
っ
て
い
る
。
能
智
氏

の
周
旋
に
よ
り
、
華
鳳
は
高
知
屋
旅
館
か
ら
、
三
番
町
に
あ
る
大
谷
楼
と
い
う
旅
館
へ
移
動

す
る
。
ま
た
こ
の
時
、「
日
の
出
波
図
」
と
「
岩
上
恵
美
子
図
」
の
二
作
品
の
依
頼
を
受
け

て
い
る
。
華
鳳
は
旅
先
で
依
頼
を
受
け
、
そ
の
収
益
を
旅
の
費
用
に
充
て
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

　

さ
て
、
二
十
七
日
に
は
三
津
浜
で
あ
る
人
物
に
会
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
人
物
は
、
近
藤
文

太
郎（

50
）で

あ
る
。
文
太
郎
と
言
え
ば
、
富
岡
鉄
斎
と
交
流
が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
た
め
、

鉄
斎
と
交
流
が
あ
っ
た
華
鳳
も
彼
を
訪
ね
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
華
鳳

の
記
録
に
は
「
近
藤
文
太
郎
氏
と
云
所
参
り
し
も
、
此
家
ハ
富
岡
鉄
斎
浪
人
の
三
十
年
以
前

図5

図6
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即
チ
先
生
堺
鳳
神
社
之
時
ヨ
リ
の
今
に
ニ
至
ル
ニ
ヨ
リ
中
〱
の

数
幅
所
蔵
也
」
と
あ
る
の
み
で
、
文
太
郎
と
の
交
流
は
一
切
触

れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
謎
で
あ
る
。
文
太

郎
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
七
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
お

り
、
晩
年
の
文
太
郎
と
は
会
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

十
二
月
、
道
後
温
泉
の
玉
の
湯
に
て
、
華
鳳
は
三
津
の
「
石

崎
運
送
店
主
人
」
と
出
会
う
。
お
そ
ら
く
、
石
崎
兵
太
郎
の
こ

と
だ
ろ
う
。
華
鳳
と
石
崎
氏
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
何
度
か
石
崎
氏
と
道
後
温
泉
で
出

会
っ
て
お
り
、
温
泉
が
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同

じ
く
玉
の
湯
に
て
、
山
田
松
華
と
称
す
る
人
物
に
も
出
会
い
、

交
流
す
る
。
華
鳳
は
こ
の
山
田
氏
の
紹
介
で
、十
二
月
十
九
日
、

砥
部
の
阿
部
正
剛
を
訪
ね
一
泊
し
、
砥
部
焼
の
工
房
を
見
学
し

て
い
る
（
第
３
章
図
19
〜
21
）。
砥
部
か
ら
松
山
の
大
谷
楼
へ

戻
っ
た
翌
日
に
は
、
十
一
月
二
十
六
日
に
表
具
師
の
能
智
氏
に

依
頼
を
受
け
て
い
た
作
品
の
日
の
出
波
図
を
渡
し
、
金
十
円
を

受
け
取
っ
た
。

　

さ
て
、
年
が
変
わ
っ
た
大
正
四
年
元
日
は
、
松
山
で
出
会
っ

た
人
々
と
会
っ
た
り
、
作
品
依
頼
が
あ
っ
た
能
智
氏
と
酒
を
楽

し
み
過
ご
し
て
い
た
。
華
鳳
は
、
松
山
の
名
所
に
興
味
が
あ
っ

た
よ
う
で
、写
生
帳
に
は
松
山
の
名
所
に
つ
い
て
歌
わ
れ
た「
伊

予
節
」
が
記
さ
れ
る
。
華
鳳
は
伊
予
節
に
も
あ
る
「
十
六
日
櫻
」

を
見
る
た
め
に
、
二
月
十
六
日
に
龍
穏
寺
へ
訪
れ
た
。
た
だ
、

龍
穏
寺
の
境
内
や
鐘
を
突
く
人
物
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
（
第
３
章

図
22
・
23
）
は
あ
る
が
、
桜
の
絵
が
な
い
こ
と
か
ら
、
期
待
し

て
い
た
「
十
六
日
桜
」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

二
月
二
十
一
日
に
は
、
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
、
通
称
椿
神
社
へ
参
詣
す
る
。
社
殿
や
全
景

の
写
生
が
あ
り
「
此
社
ハ
野
中
ニ
有
テ
一
町
四
面
之
内
ニ
ア
リ
、
一
森
ノ
形
ス
椿
多
師
シ
、

故
ニ
俗
名
ツ
バ
キ
サ
ン
ト
云
」
と
「
椿
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
い
る
様
子
が
添
え
る
（
第
３

章
図
24
・
25
）。

　

三
月
に
な
り
、
道
後
温
泉
で
出
会
っ
た
と
い
う
柴
田
源
之
、
田
中
梅
吉
と
脇
ヶ
淵
等
に
行

き
、
自
然
風
景
を
写
生
す
る
。
ま
た
、
別
日
に
は
、
西
山
大
宝
寺
へ
出
か
け
る
。
こ
こ
は
、

小
泉
八
雲
の
怪
談（

51
）に

も
登
場
す
る
姥
桜
の
舞
台
で
も
あ
る
。
華
鳳
も
姥
桜
に
興
味
を
抱
い
て

お
り
、「
一
重
ニ
シ
テ
色
薄
し
、花
如
図
さ
く
也
」
と
桜
の
ス
ケ
ッ
チ
に
精
を
出
し
て
い
た
（
第

３
章
図
26
・
27
）。
龍
穏
寺
の
十
六
日
桜
、
大
宝
寺
の
姥
桜
と
松
山
の
桜
を
楽
し
ん
だ
華
鳳

は
、
四
月
十
七
日
に
伊
予
節
に
も
登
場
す
る
松
山
名
所
「
薄
墨
桜
」
も
見
に
西
方
寺
へ
行
く

（
図
８
）。
華
鳳
は
薄
墨
桜
が
気
に
入
っ
た
の
か
、
翌
日
の
十
八
日
に
も
再
び
訪
れ
、
写
生
を

楽
し
ん
で
い
た
。

　

大
正
三
年
か
ら
四
年
に
か
け

た
旅
行
で
は
、
広
島
か
ら
愛
媛

へ
瀬
戸
内
海
を
渡
り
、
松
山
を

中
心
に
様
々
な
場
所
へ
足
を
運

び
、
写
生
を
行
っ
て
い
た
。
ま

た
、
道
後
温
泉
へ
も
通
っ
て
い

た
よ
う
で
、
温
泉
だ
け
で
は
な

く
、
そ
こ
で
出
会
う
人
々
と
の

交
流
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
写
生
帳

の
記
録
で
は
、
四
月
二
十
九
日

の
満
月
の
絵
で
終
わ
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
降
の
足
取
り
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。

図7

図8
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【
大
正
三
年
〜
四
年
の
写
生
（
一
部
抜
粋
）】

11
・
19　

宮
嶋
（
風
景
、
建
物
、
宝
物
等
）

11
・
20　

 
呉
軍
港
、
松
山
行
途
中
嶌
山
、
音
戸
の
瀬
戸
、
四
十
島
、
高
浜
ヨ
リ
松
山
行
途
中

海
辺
望
図

11
・
23　

三
津
の
漁
業
、
三
津
浜
燈
台

11
・
25　

於
松
山
城
天
使
守
西
北
面
望
ム
図

　

―　
　

三
津
浜
夕
暮

　

―　
　

鯛
を
持
つ
人
物

2
・
16　

龍
穏
寺

2
・
21　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

　

―　
　

道
後
温
泉
ヲ
山
上
ヨ
リ
見
渡
ス

　

―　
　

松
山
城
西
望
ム

2
・
25　

郡
中
ヨ
リ
北
望
ム
図

　

―　
　

郡
中
夕
景

3
・
―　

脇
ヶ
淵

　

―　
　

石
手
川
水
上

3
・
9　

西
山
大
宝
寺

4
・
17　

薄
墨
桜

4
・
18　

薄
墨
桜
（
西
方
寺
）

4
・
23　

高
浜
朝
、
四
十
島
、
大
三
島
神
社

　

―　
　

湯
釡

4
・
25　

太
山
寺

4
・
29　

満
月
於
松
山
写
午
後
八
時
東
南
暉

第
３
章　

華
鳳
が
見
た
愛
媛
の
風
景

　

こ
こ
ま
で
、
大
正
元
年
・
二
年
の
旅
、
同
三
年
・
四
年
の
旅
に
つ
い
て
、
華
鳳
が
ど
の
よ

う
な
場
所
に
訪
れ
て
い
た
の
か
整
理
し
て
き
た
。
次
は
、
八
冊
の
写
生
帳
か
ら
、
華
鳳
が
見

た
愛
媛
の
風
景
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

１　

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
船

　

華
鳳
は
、
愛
媛
に
滞
在
し
て
い
る
間
、
た
び
た
び
海
岸
へ
赴
き
、
漁
船
等
の
ス
ケ
ッ
チ
を

行
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
華
鳳
が
見
た
愛
媛
の
船
の
姿
を
、
地
域
別
に
紹
介
す
る
。

【
西
条
・
新
浜
】

　

図
９
・
10
は
、
大
正
元
年

に
西
条
・
新
浜
で
描
か
れ
た

「
漁
舟
干
網
」
で
あ
る
。
船

上
で
作
業
す
る
人
物
も
描

か
れ
る
。
船
に
か
け
ら
れ
て

い
る
の
は
漁
に
使
用
す
る

網
で
あ
ろ
う
か
。
船
に
網
を

干
す
様
子
に
興
味
が
あ
っ

た
の
か
、
複
数
ペ
ー
ジ
に
わ

た
り
、
漁
船
と
干
網
を
描
い

て
い
る
。

 

図9
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【
今
治
】

　

図
11
は
、
大
正
二
年
の
今
治
に
滞
在
し
て
い
た
際
の
写
生
で
あ
る
。
宿
泊
し
て
い
る
旅
館

の
四
階
か
ら
の
眺
め
を
描
い
て
お
り
、帆
に
風
を
う
け
て
水
上
を
行
く
船
の
様
子
が
わ
か
る
。

 

図11

図10
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図
12
も
今
治
で
描
か
れ
た
海
岸
沿
い
の
風
景
で
、
砂
浜
の
よ
う
な
場
所
に
、
小
型
の
船
が

並
べ
て
停
め
ら
れ
て
い
る
。
海
に
浮
か
ぶ
船
の
後
方
に
は
、「
＊
」
の
よ
う
な
も
の
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
錨
を
表
現
し
て
い
る
。

 

【
三
津
浜
】

　

図
13
は
大
正
三
年
に
三
津
浜
で
描
い
た
漁
の
様
子
で
あ
る
。
一
人
又
は
二
人
乗
り
の
船
が

三
艘
あ
り
、そ
の
中
央
に
魚
が
か
か
っ
た
網
か
籠
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
画
面
左
側
に
は
、

魚
の
処
理
を
し
て
い
る
よ
う
で
、「
細
釘
鎌
ニ
テ
生
魚
イ
タ
メ
ル
様
也
」
と
記
さ
れ
る
。

図12

図13
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図
14
も
、
三
津
浜
の
朝
の
様
子
で
あ
る
。
船
上
で
魚
を
籠
に
入
れ
る
漁
師
や
、
秤
で
重
さ

を
計
測
し
て
い
る
様
子
な
ど
が
描
か
れ
る
。
朝
市
で
有
名
な
三
津
浜
の
、
活
気
あ
る
漁
師
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

　

図
15
は
渡
し
舟
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。船
に
は
、頭
に
桶
を
乗
せ
た
女
性「
お
た
た
さ
ん
」

の
姿
が
確
認
で
き
る
。「
お
た
た
」
と
は
、
御
用
桶
と
呼
ば
れ
る
木
桶
に
魚
を
入
れ
、
頭
上

に
乗
せ
売
り
歩
い
た
女
性
の
行
商
人
で
あ
る
。
愛
媛
県
の
松
前
町
や
松
山
近
辺
の
女
性
と
さ

れ
て
お
り
、
戦
時
中
は
朝
鮮
へ
も
渡
っ
て
い
た
と
い
う
。

図14

図15
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２　

市
之
川
鉱
山

　

大
正
元
年
十
二
月
二
十
五
日
に
訪

れ
た
市
之
川
鉱
山
で
は
、
働
く
人
々

の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
市
之
川
鉱

山
は
、
か
つ
て
は
国
内
最
大
級
と
い

わ
れ
て
い
た
輝
安
鉱
山
で
あ
る
。
最

盛
期
は
明
治
中
期
と
言
わ
れ
て
お
り
、

生
産
量
も
多
く
、
鉱
石
の
価
格
も
高
騰

し
た
。
ま
た
、
内
国
勧
業
博
覧
会
や

パ
リ
万
国
博
覧
会
、
シ
カ
ゴ
万
国
博

覧
会
で
受
賞
も
さ
れ
、
そ
の
賞
賛
は

高
ま
っ
た
と
い
う
。
大
正
初
期
に
は
、

戦
争
が
は
じ
ま
る
と
砲
弾
の
材
料
と

し
て
ア
ン
チ
モ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
再
度
採
鉱
が
盛
ん

に
な
る
も
、
昭
和
期
に
は
採
鉱
量
も

減
り
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

に
閉
山
と
な
っ
た
。

　

鉱
山
で
は
主
に
採
鉱
・
選
鉱
・
製

錬
と
い
う
作
業
が
あ
っ
た
。
華
鳳
は

「
石
割
所
」
で
行
わ
れ
る
砕
鉱
や
選
鉱

の
様
子
を
見
学
し
た
よ
う
だ
。

　

図
16
は
市
之
川
鉱
山
の
入
り
口
で

「
千
荷
坑
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。

　

図
17
は
、
市
之
川
鉱
山
の
石
割

所
の
様
子
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
砕

鉱
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

華
鳳
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
も
見

て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作

業
に
は
女
性
が
従
事
し
て
い
た
。

彼
女
た
ち
は
破
婦
と
称
さ
れ
、
輝

安
鉱
を
含
む
鉱
山
と
廃
石
と
に

選
別
を
行
っ
て
い
る
。

図16

図17
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図
18
は
、
選
鉱
作
業
の
風
景
で

あ
る
。
砕
鉱
で
細
か
く
さ
れ
た
鉱

石
を
、
ざ
る
等
に
乗
せ
水
に
つ
け
、

水
中
で
輝
安
鉱
と
石
に
分
け
る
そ

う
だ
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
揺
婦

と
称
さ
れ
た
女
性
た
ち
が
行
っ
て

お
り
、
鉱
山
と
い
う
現
場
で
働
く

女
性
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

３　

砥
部
焼

　

大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
、
華
鳳
は
砥

部
焼
の
工
房
へ
見
学
に
出
か
け
た
。
写

生
帳
に
は
「
砥
部
ハ
松
山
ヨ
リ
二
里
半
、

汽
車
に
て
森
松
迄
行
、
そ
れ
よ
り
車
に

て
山
間
ニ
入
所
也
」
と
記
し
て
い
る
。

　

図
19
は
茶
碗
を
製
作
し
て
い
る
場
面

か
絵
付
け
の
場
面
で
、
図
20
は
絵
付
け
の

作
業
で
あ
る
。
作
業
す
る
人
物
の
周
り

に
は
、
た
く
さ
ん
の
茶
碗
が
並
べ
ら
れ

て
お
り
、
砥
部
焼
の
生
産
が
盛
ん
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

図18

図19図20
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図
21
は
、
茶
碗
の
高
台
を
作
る
場

面
で
あ
る
。
作
業
す
る
人
物
の
真
剣

な
表
情
が
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
二
月
と
い
う
寒
い
時
期
の

た
め
、
火
鉢
も
側
に
描
か
れ
て
お
り
、

作
業
場
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
も
で
き
る
。

　

華
鳳
は
、
十
一
月
三
十
日
に
砥
部

焼
の
急
須
二
個
と
茶
碗
五
つ
を
購
入

し
て
お
り
、
砥
部
焼
は
愛
媛
の
代
表

的
な
お
土
産
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く

何
度
も
訪
れ
て
い
た
道
後
で
購
入
し

た
と
思
わ
れ
る
が
、
砥
部
焼
に
も
興

味
が
あ
っ
た
華
鳳
に
は
、
こ
の
砥
部

へ
の
訪
問
は
非
常
に
面
白
い
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
砥
部
へ

の
訪
問
も
、
松
山
で
出
会
っ
た
山
田

と
い
う
人
物
の
斡
旋
で
あ
り
、
華
鳳

の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

４　

寺
社

　

松
山
で
様
々
な
写
生
を
行
っ
て
い
た

華
鳳
は
、
神
社
や
寺
に
も
訪
れ
、
建
物

や
風
景
を
写
し
て
い
る
。

　

図
22
は
、
松
山
に
あ
る
龍
穏
寺
に
参

詣
し
た
際
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
龍
穏

寺
は
、
河
野
通
直
が
開
創
し
た
曹
洞
宗

の
寺
で
、
十
六
日
桜
で
も
有
名
で
あ
っ

た
が
、
戦
災
で
焼
け
枯
死
し
た
。

　

華
鳳
が
訪
れ
た
の
は
大
正
四
年
の
二

月
十
六
日
で
、
鐘
を
つ
く
小
僧
の
姿
と

十
六
日
桜
を
写
し
て
い
る
。
十
六
日
桜

は
花
弁
の
写
生
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
に
は
ま
だ
開
花
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

図21

図22
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図
23
は
龍
穏
寺
の
全
景
で
あ
る
。

端
に
は
、
十
六
日
桜
に
つ
い
て
、
旧

正
月
十
六
日
に
必
ず
開
く
桜
の
た
め
、

そ
の
呼
称
が
付
い
た
と
簡
単
な
由
来

が
書
か
れ
、
画
面
左
側
の
建
物
の
前

に
は
、
花
が
付
く
前
の
桜
の
木
が
描

か
れ
て
い
る
。

　

図
24
は
大
正
四
年
の
二
月
に
訪
れ

た
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
、
通
称
椿
神

社
で
あ
る
。
鳥
居
か
ら
社
殿
へ
の
全

景
に
は
、
参
拝
す
る
人
々
の
姿
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

社
殿
は
木
々
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

森
の
中
に
た
た
ず
む
社
殿
が
印
象
的

で
あ
る
。
椿
神
社
の
由
来
に
つ
い
て

は
、
津
の
脇
の
神
社
と
い
う
意
の
「
つ

わ
き
神
社
」
が
訛
っ
た
と
い
う
説
や
、

境
内
に
椿
が
自
生
す
る
こ
と
か
ら
「
椿

神
社
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
説
が
あ
る（

52
）。

図23

図24
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図
25
は
、
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
の
拝

殿
で
あ
る
。
現
在
も
拝
殿
の
前
に
は
階

段
が
あ
り
、
そ
の
面
影
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
屋
根
に
は
千
木
と
呼
ば
れ
る

木
材
の
交
叉
が
見
ら
れ
る
。
現
在
の
拝

殿
と
は
異
な
る
屋
根
だ
が
、
伊
豫
豆
比

古
命
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

の
写
真
に
は
、
千
木
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
華
鳳
が
描
い
た
拝
殿
と
似
た

雰
囲
気
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

図
26
は
「
西
山
大
宝
寺
」
と
あ
る
よ

う
に
、
松
山
城
の
西
に
あ
る
小
高
い
山

「
西
山
」に
建
つ
大
宝
寺
本
堂
の
ス
ケ
ッ

チ
で
あ
る
。

　

大
宝
寺
は
、
大
宝
年
間
（
七
〇
一
〜

七
〇
四
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の

本
堂
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
建
築
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
大
宝
寺
本
堂
は
、
堂
内

の
厨
子
と
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
再

興
の
棟
札
と
と
も
に
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
。

　

華
鳳
は
本
堂
の
様
子
を
細
か
く
観
察

し
て
お
り
、
柱
の
本
数
を
記
し
た
り
、

鬼
瓦
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
り
、
他
の

寺
社
に
比
べ
て
丁
寧
に
描
い
て
い
る
印

象
が
あ
る
。

図25

図26
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図
27
に
は
、
正
面
か
ら
見
た
本
堂

の
ス
ケ
ッ
チ
も
あ
る
。
図
26
ほ
ど
の

書
き
込
み
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
此

堂
一
千
年
余
ト
云
ふ
事
」「
大
宝
年

間
創
立
故
即
チ
大
宝
寺
ト
名
付
ケ

タ
リ
ト
云
一
話
ニ
」
と
、
大
宝
寺
の

歴
史
に
も
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
姥
桜
に
つ
い
て
も
記
載
が

あ
り
、
そ
の
花
弁
の
様
子
を
「
一
重

ニ
シ
テ
色
薄
し
」「
葉
モ
青
ク
ア
リ
」

と
絵
と
と
も
に
記
録
し
て
い
る
。

　

図
28
は
、
大
正
四
年
四
月
二
十
三
日
に
参
拝
し
た
、
大
三
嶋
神
社
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

大
三
島
に
あ
る
大
山
祇
神
社
の
こ
と
で
、
描
か
れ
た
拝
殿
に
は
神
紋
の
「
隅
切
折
敷
縮
三
文

字
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

華
鳳
は
こ
の
参
拝
の
帰
途
、
小
舟
に
乗
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
海
上
の
風
が
強
く
な
り
、

波
も
荒
れ
、
命
の
危
機
を
感
じ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

図27

図28
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図
29
は
、
四
国
遍
路
八
十
八
カ
所
霊
場
第
五
十
二
番
札
所
で
も
あ
る
太
山
寺
で
あ
る
。

手
前
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
仁
王
門
、
そ
の
奥
に
建
つ
の
が
本
堂
だ
ろ
う
。
嘉
元
三
年

（
一
三
〇
五
）
の
建
立
と
さ
れ
る
本
堂
や
仁
王
門
は
、
大
ま
か
な
線
で
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
姿
形
や
屋
根
の
特
徴
な
ど
を
と
ら
え
て
い
る
。

　

道
後
温
泉
の
近
く
に
は
、
四
国
遍
路
八
十
八
カ

所
霊
場
第
五
十
一
番
札
所
の
石
手
寺
が
あ
る
。

　

図
30
は
、
華
鳳
が
大
正
四
年
二
月
十
七
日
に
訪

れ
た
石
手
寺
を
望
む
風
景
で
あ
る
。
見
開
き
三
ペ
ー

ジ
に
描
か
れ
た
パ
ノ
ラ
マ
景
の
左
側
に
石
手
寺
の

建
造
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
手
寺
の
三

重
塔
は
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
三

重
塔
の
手
前
に
は
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に

建
て
ら
れ
た
仁
王
門
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図29

図30

図30（一部拡大）
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お
わ
り
に

　

以
上
、
京
都
の
画
家
・
中
島
華
鳳
に
つ
い
て
、
そ
の
活
動
や
旅
の
様
子
を
見
て
き
た
。
慶

応
三
年
、
京
都
に
生
ま
れ
た
中
島
華
鳳
は
、
愛
媛
県
と
も
ゆ
か
り
あ
る
富
岡
鉄
斎
と
も
交
流

を
持
ち
つ
つ
、
今
尾
景
年
に
師
事
し
、
京
都
後
素
協
会
等
に
出
品
す
る
な
ど
活
動
を
行
っ
て

い
た
。
写
生
を
重
要
視
し
て
い
た
今
尾
景
年
の
影
響
か
、
華
鳳
も
多
く
の
写
生
を
行
っ
て
い

た
こ
と
は
、
過
去
の
入
札
会
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
生
帳
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

当
館
が
所
蔵
す
る
華
鳳
の
八
冊
の
写
生
帳
は
、
大
正
元
年
か
ら
四
年
の
も
の
だ
が
、
内
三

冊
が
大
正
元
年
か
ら
二
年
ま
で
の
旅
、
五
冊
が
大
正
三
年
か
ら
四
年
の
旅
と
い
う
よ
う
に
、

二
度
の
旅
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
元
年
か
ら
の
旅
の
始
ま
り
は
、
数
か
月
滞
在
し

て
い
た
愛
媛
県
西
条
市
で
あ
り
、
途
中
今
治
市
に
一
週
間
程
度
滞
在
後
、
香
川
を
訪
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
大
正
三
年
か
ら
の
旅
は
、
京
都
か
ら
広
島
を
経
由
し
、
松
山
ま
で
の
旅
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
正
元
年
か
ら
二
年
の
旅
の
後
、
一
度
京
都
に
戻
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

八
冊
の
写
生
帳
に
は
、華
鳳
が
見
た
風
景
や
人
物
等
の
写
生
と
日
付
や
天
気
等
メ
モ
書
き
、

旅
の
行
程
を
ま
と
め
た
記
録
が
混
在
し
て
い
る
。
同
じ
内
容
の
記
載
が
数
冊
の
写
生
帳
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
旅
行
中
に
記
し
た
も
の
か
、
後
に
ま
と
め
た
も
の
か
判
別
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
が
、
旅
行
中
に
複
数
冊
の
写
生
帳
を
持
ち
歩
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
竪
帳
や
横
帳
の
複
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
パ
ノ
ラ
マ
景
を
描
く
の
も
、
華
鳳
の
写
生
帳
の

特
徴
で
あ
る
。
特
に
、
大
正
三
年
に
広
島
か
ら
船
で
瀬
戸
内
海
を
渡
る
途
中
の
風
景
は
、
多

く
の
パ
ノ
ラ
マ
景
を
描
い
て
お
り
、瀬
戸
内
海
の
多
島
美
を
華
鳳
も
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

華
鳳
が
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
見
て
み
る
と
、
花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
今
尾
景
年
に
師
事
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
鳥
や
桜
等
に
動
植
物
を
観
察
し
た
も
の
は
多
い
。
松
山
で
は
滞
在
し

た
時
期
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
十
六
日
桜
・
姥
桜
・
薄
墨
桜
と
有
名
な
桜
の
名
所
を
巡
っ

て
い
る
。
ま
た
、
漁
船
や
漁
師
の
姿
、
稲
刈
や
米
俵
を
作
る
様
子
、
市
之
川
鉱
山
で
働
く
女

性
た
ち
、
砥
部
焼
を
作
製
す
る
工
房
の
人
々
な
ど
、
愛
媛
の
産
業
と
働
く
人
々
を
多
く
描
い

て
い
る
。
華
鳳
の
ま
な
ざ
し
を
通
じ
て
、
愛
媛
の
産
業
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
中
島
華
鳳
の
人
物
像
や
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
試
み
た
。
華
鳳
の
画
家
と
し
て
の
活
動
は
、
内
国
勧
業
博
覧
会
や
京
都
後
素
協
会
の
展
覧

会
等
へ
の
出
品
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
出
品
作
品
の
現
存
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
大
正
初
期
に
お
け
る
愛
媛
県
へ
の
滞
在
や
旅
行
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
や
経
緯
に
つ

い
て
確
認
す
る
資
料
も
な
く
、
ま
た
旅
の
終
わ
り
、
つ
ま
り
京
都
へ
の
帰
路
に
関
す
る
内
容

も
不
明
で
あ
る
。
中
島
華
鳳
に
つ
い
て
、
作
品
も
生
涯
も
不
明
な
点
は
多
い
が
、
富
岡
鉄
斎

と
の
関
係
な
ど
興
味
深
い
疑
問
は
多
く
、
今
後
の
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

※
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館 

主
任
学
芸
員

註（
1
）　 『
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
資
料
目
録
第
一
七
集　

絵
画
資
料
目
録
』（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物

館
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
2
）　  『
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
九
〇
周
年
記
念　

瀬
戸
内
海
ツ
ー
リ
ズ
ム
』（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博

物
館
、
二
〇
二
四
年
）。

（
3
）　  『
美
乃
世
界
』(61),

美
術
新
報
社,1912-11. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1521342

）。

（
4
）　  

福
間
硯
洲 

著
『
大
正
画
家
列
伝 : 

明
治
画
史
』
坤,

富
田
文
陽
堂,

大
正2. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/1183776

）。

（
5
）　 

樋
口
文
山 

編
『
日
本
美
術
画
家
詳
伝
』
続
篇,

日
本
美
術
鑑
賞
会,

大
正7. 

国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/926794

）。 
（
6
）　 

江
戸
中
・
後
期
の
画
家
。
字
は
叔
牙
。
大
阪
の
人
。
名
は
守
象
。
は
じ
め
狩
野
派
を
学
ん
だ
が
、

の
ち
円
山
派
を
加
味
し
て
写
生
的
様
式
に
展
示
、
動
物
画
、
特
に
猿
猴
の
図
を
得
意
と
す
る
異

色
画
家
と
し
て
名
声
を
得
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
）。

（
7
）　 

江
戸
後
期
の
画
家
。
金
沢
の
人
。
岸
派
の
祖
。
号
は
蘭
斎
、
虎
頭
館
。
独
学
で
絵
を
習
得
し
、

一
家
を
樹
立
。
有
栖
川
家
、
の
ち
朝
廷
に
使
え
、
越
前
守
に
進
む
。
絵
に
は
清
の
沈
南
蘋
や
円
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山
派
の
影
響
が
み
ら
れ
、
特
に
虎
の
絵
で
名
高
い
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
）。

（
8
）　 
斎
藤
全
人
「
円
山
派
、
近
世
か
ら
近
代
へ
」（『
描
き
継
ぐ
日
本
美
―
円
山
派
の
伝
統
と
発
展
』

宮
内
庁
、
二
〇
一
二
年
）。

（
9
）　 

梶
岡
秀
一
「
富
岡
鉄
斎
は
ど
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
か
？
没
後
一
〇
〇
年
に
向
け
て
再
考
」（『
没

後
１
０
０
年　

富
岡
鉄
斎
』、
毎
日
新
聞
、
二
〇
二
四
年
）。

（
10
）　 

春
子
の
実
家
で
あ
る
佐
々
木
家
は
大
洲
藩
士
で
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
以
降
は
御
船
手
奉

行
所
の
人
仕
役
を
勤
め
た
と
い
う
。
春
子
と
鉄
斎
と
の
縁
談
を
ま
と
め
た
の
は
野
呂
久
左
衛
門

直
貞
で
あ
り
、
鉄
斎
と
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
。
鉄
斎
と
春
子
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
梶
岡
秀

一
氏
の
「
伊
予
と
鉄
斎
を
め
ぐ
る
四
題
―
矢
野
玄
道
・
富
岡
春
子
・
予
州
滞
在
・
天
野
方
壺
」（『
富

岡
鉄
斎
展　

あ
る
コ
レ
ク
タ
ー
が
見
た
画
業
七
十
年
』愛
媛
県
美
術
館
・
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
・

EM
I

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
11
）　 

京
都
国
立
博
物
館
の
館
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
可
能
（https://knm

db.kyohaku.

go.jp/list.htm
l?at=search%

2Flist&
lim

it=50&
s1=%

E4%
B8%

A
D
%
E5%

B3%
B6%

E8

%
8F%

A
F%

E9%
B3%

B3

）。

（
12
）　 『
文
人
画
の
近
代　

鉄
斎
と
そ
の
師
友
た
ち
』（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
七
年
）。

（
13
）　
『
没
後
１
０
０
年　

富
岡
鉄
斎
』（
毎
日
新
聞
、
二
〇
二
四
年
）
を
参
考
と
し
た
。

（
14
）　 

富
岡
鉄
斎 [

画] 

ほ
か
『
富
岡
鉄
斎 : 

辰
馬
考
古
資
料
館
新
収 

辰
馬
悦
蔵
翁
旧
蔵
』,

辰
馬
考

古
資
料
館,[1981]. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

pid/12676193

）。

（
15
）　 

日
本
画
・
南
画
で
、
山
・
崖
・
岩
石
な
ど
の
襞
を
描
い
て
陰
影
や
立
体
感
を
表
現
す
る
画
法
（『
日

本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
）。

（
16
）　 

本
文
中
に
お
い
て
、
中
島
華
鳳
を
中
島
華
陽
（
鉄
斎
の
最
初
の
妻
の
実
父
）
の
孫
と
し
、
華
鳳

の
た
め
に
書
き
与
え
た
お
手
本
と
解
説
す
る
。
た
だ
し
、
華
鳳
と
華
陽
の
関
係
は
未
だ
不
明

な
点
が
多
い
。
ま
た
、「
落
款
御
手
本
」
の
文
末
に
は
「
為
中
島
華
鳳
子
鉄
叟
画
」
と
あ
り
、

中
島
華
鳳
の
子
ど
も
の
た
め
に
鉄
斎
が
画
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
は
華
鳳
三
十
五
歳
で
あ
り
、
妻
子
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
が
、
華
鳳
の
婚
姻
関
係

に
つ
い
て
は
不
明
な
た
め
、
今
後
も
研
究
が
必
要
と
な
る
。『
文
人
書
譜
』12,

淡
交
社,1979.10. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/12428365

）。

（
17
）　 

鉄
斎
が
景
年
の
新
居
祝
い
に
贈
っ
た
「
養
素
斎
書
」（
明
治
三
十
一
年
、京
都
文
化
博
物
館
管
理
）

は
、
景
年
へ
の
鉄
斎
の
敬
意
が
う
か
が
え
る
書
で
あ
る
（『
没
後
１
０
０
年　

富
岡
鉄
斎
』、
毎

日
新
聞
、
二
〇
二
四
年
）。

（
18
）　 

円
山
流
を
好
み
、
四
条
派
を
交
え
、
更
に
文
人
画
の
趣
味
を
加
え
て
一
家
を
な
し
た
。
鈴
木
松

年
は
百
年
の
子
で
あ
り
、
今
尾
景
年
、
久
保
田
米
僊
な
ど
は
其
門
人
で
あ
る
。（
関
衛 

著
『
日

本
絵
画
史
』,

日
東
書
院,

昭
和6. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.

go.jp/pid/1176491

）。

（
19
）　 

金
港
堂 

編
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
列
伝
』
前
編,

金
港
堂,

明36.4. 

国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/778317

）。

（
20
）　 

今
尾
景
年 

画
『
景
年
花
鳥
画
鑑
』,

青
木
恒
三
郎,

明25.11. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/850419

）。

（
21
）　 

神
崎
憲
一 

著
『
京
都
に
於
け
る
日
本
画
史
』,

京
都
精
版
印
刷
社,

昭
和4. 

国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/1171038

）。

（
22
）　 『
祇
園
祭
の
美
』（
京
都
市
自
治
一
〇
〇
周
年
記
念
特
別
展
「
祇
園
祭
の
美
―
祭
を
支
え
た
人
と

技
―
」
実
行
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
23
）　 

岩
戸
山
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
岩
戸
山
保
存
会H

P

（https://w
w
w
.iw

atoyam
a.jp/

）

及
び
、「
祇
園
祭
―
岩
戸
山
の
名
宝
―
展
の
ご
案
内
」（
京
都
文
化
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）
を

参
照
し
た
。

（
24
）　 『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料 : 

勧
業
博
覧
会
資
料
』132,

明
治
文
献
資
料
刊
行
会,1974. 

国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/11996471

）。

（
25
）　 『
内
国
勧
業
博
覧
会
―
明
治
美
術
の
幕
開
け
』（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
26
）　 

明
治
文
献
資
料
刊
行
会
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料　

勧
業
博
覧
会
資
料108

』（
昭
和
49
）

で
は
、
出
品
作
品
名
が
「
月
下
水
禽
図
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
27
）　 『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料 : 

勧
業
博
覧
会
資
料
』72,

明
治
文
献
資
料
刊
行
会,1973. 

国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/12000692

）。

（
28
）　 

松
井
忠
兵
衛 

編
『
絵
画
展
覧
会
出
品
目
録
』
明
治
23
年,[ ],[

明23]. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/850105

）。

（
29
）　 『
美
乃
世
界
』(9),
美
術
新
報
社,1908-12. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（https://
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dl.ndl.go.jp/pid/1521296

）。

（
30
）　 
墨
で
表
現
し
た
も
の
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
さ
ま
。
筆
の
跡
が
み
ず
み
ず
し
い
さ
さ
（『
日
本

国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
）。

（
31
）　 

雄
大
で
勢
い
の
よ
い
こ
と
、
書
画
の
筆
勢
や
詩
文
な
ど
が
力
強
く
よ
ど
み
の
な
い
こ
と
（『
日
本

国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
）。

（
32
）　 

五
十
嵐
公
一
「
如
雲
社
の
出
発
点
―
京
狩
野
家
資
料
を
手
掛
か
り
に
し
て
―
」（『
藝
術

（
三
九
）』、
二
〇
一
六
）。

（
33
）　 

京
都
後
素
協
会
は
明
治
二
十
八
年
十
二
月
一
日
に
総
会
を
開
き
、
規
約
や
会
員
を
決
定
し
た
。

そ
の
趣
旨
で
は
、「
本
会
は
京
都
画
家
の
団
体
に
し
て
斯
道
の
発
達
を
計
る
を
以
て
目
的
と
す
」

と
し
、
月
次
会
（
月
一
回
）・
展
覧
会
（
年
一
回
）・
共
進
会
（
三
年
毎
）
に
開
催
す
る
。
明
治

二
十
八
年
で
は
、
会
頭
は
未
定
、
副
会
頭
は
雨
森
菊
太
郎
、
委
員
長
に
今
尾
景
年
が
な
っ
た
。

浦
崎
永
錫 

著
『
日
本
近
代
美
術
発
達
史
』
明
治
篇 

第7,

大
潮
会
出
版
部,1959. 

国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/2465876

）。

（
34
）　 『
美
乃
世
界
』(18),

美
術
新
報
社,1909-08. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1521304

）。

（
35
）　 『
美
乃
世
界
』(20),

美
術
新
報
社,1909-10. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1521306

）。

（
36
）　 『
美
乃
世
界
』(52),

美
術
新
報
社,1912-02. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1521333

）。

（
37
）　 『
美
乃
世
界
』(42),

美
術
新
報
社,1911-08. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1521325

）。

（
38
）　 『
美
乃
世
界
（
五
二
）』
で
は
、
出
品
者
・
作
品
名
・
形
態
・
解
説
に
加
え
、
作
品
画
像
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
華
鳳
が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
描
い
た
の
か
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。『
美
乃
世

界
（
五
二
）』
に
つ
い
て
は
、
註
35
を
参
照
。

（
39
）　 

註
3
に
同
じ
。

（
40
）　 『
美
乃
世
界
』(70),

美
術
新
報
社,1913-07. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1521350

）。

（
41
）　 『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
』
昭
和
60
年
11
月,

東
京
古
典
会,1985.11. 

国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/12237004

）。

（
42
）　 『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
』
昭
和
63
年
11
月,

東
京
古
典
会,1988.11. 

国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/12236658

）。

（
43
）　 

明
治
古
典
会
目
録
部 

編
『
明
治
古
典
会
七
夕
大
入
札
会
目
録
』
昭
和
63
年 /

本
文
篇,

明

治
古
典
会,1988.6.. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

pid/12400253

）。
明
治
古
典
会
目
録
部 

編
『
明
治
古
典
会
七
夕
大
入
札
会
目
録
』
昭
和
63
年 /

図
録
篇,

明
治
古
典
会,1988.6.. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.

go.jp/pid/12400254

）。

（
44
）　 

愛
媛
県
西
条
市
明
屋
敷
の
三
本
松
の
マ
ツ
が
あ
る
場
所
に
、
こ
れ
ら
の
碑
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
45
）　 

輝
安
鉱
と
は
、ア
ン
チ
モ
ン
の
硫
化
鉱
物
で
、斜
方
晶
系
、柱
状
ま
た
は
針
状
結
晶
で
あ
る
（『
日

本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
）。

（
46
）　 

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
媛
県
史　

人
物
』（
愛
媛
県
、
一
九
八
九
年
）。

（
47
）　 

華
鳳
が
描
い
た
パ
ノ
ラ
マ
景
の
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
度
冬
季
特
別
展
「
瀬
戸
内

海
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
紹
介
し
て
い
る
（『
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
９
０
周
年
記
念　

瀬
戸
内

海
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
、
二
〇
二
四
年
）。

（
48
）　 「
伊
予
国
松
山
日
記
／
厳
島
宝
物
日
記
／
写
生
帳
」「
伊
予
松
山
旅
行
」（
当
館
蔵
）。

（
49
）　 

昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）十
一
月
二
十
四
日
に
愛
媛
県
指
定
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
指
定
。

所
在
地
は
松
山
市
道
後
公
園
、
管
理
者
は
松
山
市
で
あ
る
。

（
50
）　 

大
正
十
年
（
一
八
三
九
）
〜
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）。
愛
媛
県
に
お
け
る
珍
味
（
儀
助
煮
）
製

造
の
創
始
者
で
あ
る
。
文
太
郎
は
三
津
町
で
石
崎
平
八
郎
が
経
営
す
る
船
問
屋
（
現
石
崎
汽
船

の
前
身
）
の
番
頭
を
務
め
て
い
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
富
岡
鉄
斎
が
愛
媛
に
訪
れ
た
際

は
、近
藤
家
の
世
話
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
際
に
文
太
郎
も
鉄
斎
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
（『
愛

媛
県
史　

人
物
』）。

（
51
）　 『K

w
aidan. T

r. and annotated by R. T
anabe

』,H
okuseido,1923. 

国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/1677706

）。

（
52
）　 

伊
豫
豆
比
古
命
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
（https://tubaki.or.jp/

）。


